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ごあいさつ
宮若市では、市民参加による協働のまちづくりを推進するため、市民の皆さんにまちづくりに

関する情報を積極的にお知らせし、情報の共有に努めております。そのひとつとして、決算の概

要をわかりやすく説明した「宮若市マネーブック～わかりやすい決算書～」を作成しており、こ

のたび、令和元年度分の決算内容をまとめたマネーブックが完成しました。

令和元年度一般会計においては、社会保障関係経費の増加など厳しい財政状況の中、市税な

ど自主財源の確保、補助金や地方債の有効活用などにより、平成１８年の合併以降連続で黒字決

算となりました。また、本市を取り巻くさまざまな課題や社会経済状況の変化に対応するため、

令和２年度から６年度までを計画期間とする「第２期宮若市まち・ひと・しごと創生総合戦略」

を新たに策定いたしました。５つの基本目標である「産業振興による雇用の創出」「人材の定着・

環流・移住の推進」「結婚・出産・子育て環境の整備」「持続可能で元気な地域社会の形成」「既

存ストックを活用した交流人口の創出」の実現を目指し、「しごと」が「ひと」を呼び、「ひと」

が「しごと」を呼び込む相互の好関係を確立して参ります。

令和元年度に実施した主な事業として、平成３０年度より整備を進めてきました新庁舎につい

ては、令和 2年 5月 7日に開庁を迎え、非常用発電機や公共無線LAN環境の整備により防災

拠点としての機能の充実や、新たに総合支援窓口システムの導入により窓口の混雑緩和など利

便性も大きく向上しました。宮若東中学校区２小学校の再編整備については、令和４年４月の供

用開始を目指し、学校給食共同調理場や学童保育所、子育て支援センターを併設した一体的な

整備に向けた設計業務に着手し、旧宮田光陵中学校校舎の解体工事を行いました。新国富指標

を活用した取組では、地産地消の推進として学校給食に宮若の米や牛肉などの提供を行ったほ

か、本市公共交通の現状分析やデマンド型交通を導入した場合の効果について九州大学都市研

究センターと連携して分析を行って参りました。

宮若市は市制施行１５年目を迎え、市のグランドデザインである「第２次宮若市総合計画」に

基づいた新たな段階へのまちづくりを進めているところです。急激な少子高齢化や人口減少など

大変厳しい時代の変革期を迎えていますが、「地方創生」の実現に向け、一歩一歩着実に歩みを

進めて参ります。また、世界規模で猛威を奮っている新型コロナウイルスですが、今なお収束の

兆しが見られない状況でございます。本市では、感染症の予防へ万全を喫し、各種施策による

支援を進めるなど、市民の皆様が安心して過ごせるよう努めて参りますので、ご理解とご協力を

お願い申し上げます。

令和２年９月
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はじめに

 
宮若市では、市民の皆さんと協働でまちづくりを行うため、市の情報を積極的に
公開しており、その１つの方法として、予算書と決算書の概要版を作成し、市民の
皆さんに配布しています。
このマネーブックは「第２次宮若市総合計画」で定めた６つの基本方針に基づいて
構成しています。基本方針ごとに、どのような事業を行い、どれくらいのお金を使っ
たのかをできるだけわかりやすく紹介しています。
なお、個々の事業の内容については、直接担当課までお問い合わせください。

　宮若市では「ひと・みどり・産業が輝く ふるさと宮若」を将来像としてま
ちづくりを行っています。この実現に向けて、６つの基本方針を定めています。

ま ち づ く り の 基 本 方 針

ひと・みどり・産業が輝く
ふるさと宮若

将来像

自然環境

生活基盤
・

都市基盤
産業

保健
・

福祉

教育
・

文化

市民協働
・

コミュニティ
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自主財源
 ４３．０%

依存財源
 ５７．０%

令和元年度　宮若市一般会計決算
歳入　 １８２億６，００１万円 
歳出　 １７２億９，２７５万円
差引　   ９億６，７２６万円

市税
　５４億１，１１３万円
　（２９．６％）

分担金・負担金
　７，０７２万円
　 （０．４％）

使用料・手数料
　３億５，８５２万円
　（２．０％）

繰越金
　８億９，７６１万円
　（４．９％）

その他
　１１億２，１７０万円
　（６．１％）

地方交付税
　３４億９，３３３万円
　（１９．１％）

県支出金
　１１億９，２４１万円
　（６.５％）　

国庫支出金
　２７億１，７１９万円
   （１４．９％）

交付金
　９億５１８万円
　（５．０％）

市債
　２０億９，２２２万円
　（１１．５％）

自主財源 　４３．０％（前年度比 − １．５％）
　市が自主的に収入できるお金のことで、市税や負担金、使用料、繰越金などのことです。この割合
が高いほど財政が安定し、自主的な事業に取り組むことができます。
　法人市民税や固定資産税の増収などにより市税が増加しましたが、ふるさと納税の減少により全体
に占める割合は減少しました。

依存財源 　５７．０％（前年度比 ＋ １．５％）
　国や県から交付されるお金のことで、国・県支出金、地方交付税、市債などのことです。東部総合
運動公園の整備が完了したことなどにより国庫支出金が減少しましたが、新庁舎の建設に伴い市債は
増加しています。

歳 入
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義務的経費　４５．３％（前年度比 ＋ ３．０％）
　市職員や議員などの人件費、児童・高齢者・生活困窮者などの支援に要する扶助費、市の借金の
返済である公債費のことで、この割合が高いと財政構造が硬直化し、自主的な事業が制限されます。
　私立保育所などの開設により、扶助費が増加しました。

投資的経費　１７．６％（前年度比 − ２．６％）
　道路や公共施設の整備、災害復旧などにかかるお金のことです。東部総合運動公園の整備が完了
したことなどにより減少しました。

その他の経費　３７．１％（前年度比 − ０．４％）
　施設の維持管理や賃金などの物件費、各種団体や消防署・介護保険広域連合などへの負担金、
特別会計への繰出金などのことです。ふるさと納税の減少により積立金などが減少しています。

歳 出

義務的経費
４５．３%

投資的経費
１７．６%

人件費
　２０億５４５万円
　（１１．６％）

扶助費
　４２億５，７０２万円
　（２４．６％）

公債費
　１５億７，２１１万円
　（９．１％）

物件費
　２３億１，４５２万円
　（１３．４％）

投資的経費
　３０億５，２０７万円
　 （１７．６％）

補助費等
　１５億１，５８５万円
　（８．８％）

繰出金
　１６億６，７０６万円
　（９．６％）

その他の経費
３７．１%

維持補修費
　１億３，９０１万円
　（０．８％）

その他
　７億６，９６６万円
　（４．５％）
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財政力指数は財政基盤の強さを
表すもので、「１」に近づくほど
財源に余裕があるといえます。
固定資産税などが増加したため、
高くなりました。

グラフで見る財政状況
宮若市の財政指標をグラフで見てみましょう。経年変化を追うことで市の財政が好転しているのか悪化
しているのかを捉えることができます。

財政力指数

０．６５０

０．６００

０．５５０

０．７００

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０

０．６０２

０．６２７

経常収支比率

１００．０

９５．０

９０．０

８５．０

８０．０
Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１

経常収支比率は財政構造の弾力性
を表すもので、安定して収入される
財源に占める固定的な経費（人件費・
扶助費など）の割合です。数値が低
いほど柔軟な財政運営ができるとい
えます。
法人市民税など税収が増加したため
低くなりました。

９４．８

８９．２８９．９

０．５７１

（単位：％）

Ｒ１Ｈ２７

０．５６７

８７．７

０．５７７

９０．９

０．５００
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Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１

市債残高

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１

基金残高

１４，０００

１３，０００

１２，０００

１１，０００

１２，０４３

１２，４８６
１２，６６８

（単位：百万円）

基金とは市の貯金のことです。経済情勢
の著しい変動等による収支の悪化に備え
るための財政調整基金やその他特定の
事業を行う目的で積み立てを行っている
基金などがあります。
施設整備等基金などへの積み立てにより
増加しています。

１０，７１１

２１，０００

２０，０００

１９，０００

１８，０００

１７，０００

１９，７４９

１９，０９９

１８，５１７

（単位：百万円）

市債とは市の借入金のことです。長年に
わたって使用する公共施設等については、
将来その施設を使う人にも平等に負担して
もらう目的もあります。
新庁舎建設のための借り入れを行ったこ
とにより、残高は増加しました。

１８，４９８ １８，３８０

１１，４５６

１０，０００



8 Miyawaka Money Book

第
１
章

自然環境と地域景観の保全

■ 不法投棄防止対策の推進　(環境保全課)

９４ 万円

財源　市：９４万円

　不法投棄防止推進委員による監視体制の強
化や不法投棄防止監視カメラ、看板の設置な
どにより、不法投棄の防止に努めました。

また、環境クリーン
作戦や遠賀川流域河川
一斉清掃の実施、自治
会などが実施している
環境美化運動の支援を
行いました。

■ 空家等対策の推進　( 建築都市課 )

３１８ 万円

財源　国：１５２万円　市：１６６万円

空家等対策計画に基づき、空家化の予防や
適切な管理などの啓発に努めるとともに、老
朽化し危険性の高い空家９件の解体撤去費用
の補助を行いました。

廃棄物処理とリサイクル対策の推進

■ ごみの減量化・リサイクル活動の推進  
  　( 環境保全課 )

９１５ 万円

財源　その他：１６万円　市：８９９万円

ごみの減量化・リサイクルを推進するため、
第２・４日曜日に市役所本庁舎と若宮コミュ
ニティセンターで行っている資源物拠点回収
を継続して実施しました。

また、ごみとして処理されている古紙など
を有効活用するため、リサイクル活動登録団
体へ奨励金を交付すると
ともに、ごみの減量化を
図るため、生ごみ処理機
器やダンボールコンポス
トの購入を補助しました。

第１章 自然環境　

上水道の安定供給

■ 公営企業会計の適用　( 水道課 )

７４０ 万円

財源　市：７４０万円（うち市債：７３０万円）

簡易水道事業のさらなる経営の健全化を図
り、将来にわたって安定的にサービスを提供
していくため、令和２年度からの公営企業会
計の適用に向け、公営企業会計システムを導
入するとともに、業務支援委託を行いました。

■ 上水道の安定供給　( 水道課 )

６，０２１ 万円

財源　その他：１７９万円
         市：５，８４２万円（うち市債：３，８５０万円）

老朽化による配水管の更新や浄水場施設の整
備を行うとともに、幹線配水管の福岡・直方線
外２路線の工事などを行いました。

下水道等の整備

■ 下水道等の整備　( 下水道課 )

４億８，９９０ 万円

財源　国：１億３，９５３万円　その他：４，４１７万円
         市：３億６２０万円（うち市債：２億１，１９０万円）

福岡県が事業主体である遠賀川中流流域下
水道事業の進捗状況に併せて、詳細設計と調
査などを行い、事業認可区域内の幹線管きょ
の整備や末端管きょの整備促進を図りました。

遠賀川中流流域下水道事業では、広域的な
汚水処理対策を行うため、福岡県と関連市町
が連携を図りながら整備を促進しています。

豊かなみどりが輝くふるさとを守る、自然と共生したまちづくり



9Miyawaka Money Book

第
１
章

■ 公営企業会計の適用　( 下水道課 )

１，２９１ 万円

財源　市：１，２９１万円（うち市債：１，２９０万円）

　下水道事業のさらなる経営の健全化を図り、
将来にわたって安定的にサービスを提供してい
くため、令和２年度からの公営企業会計の適用
に向け、公営企業会計システムを導入するとと
もに、業務支援委託を行いました。

■ 合併浄化槽整備事業　( 下水道課 )

２，００２ 万円

財源　国：２１７万円　県：６９３万円　市：１，０９２万円

　汚水処理施設構想に基づき、公共下水道整
備区域以外での浄化槽の設置を推進します。
　令和元年度は、単独浄化槽や汲み取り便槽
からの転換補助金を追加することで、新たに
５０基の設置を行うなど、さらなる合併浄化槽
の設置促進を図りました。

治山・治水・砂防対策の充実

■ 砂防対策の充実　( 土木建設課 )

５，３８６ 万円

財源　県：２，５００万円
　　　市：２，８８６万円（うち市債：２，７７０万円）

福岡県の補助事業である急傾斜地崩壊対策
事業により、宮日田地区（金生）と脇田地区の
整備を進めました。

■ 森林環境の整備　( 農政課 )

３，９４９ 万円

財源　県：３，９４９万円

水源のかん養、土砂
災害防止など森林の有
する公益的機能を高め
るため、荒廃森林整備
に取り組みました。

第２章 生活基盤・都市基盤　

第
２
章

計画的な土地利用の促進

■ 都市計画基本図の更新   ( 建築都市課 )

２，８７７ 万円

財源　市：２，８７７万円

　航空写真データを基に、地形や道路、建物
形状の変更などについて予察調査を実施し、
測量や数値図化など都市計画基本図を更新し
ました。

■ 国土調査の実施  ( 土地対策課 )
１億２，４７２ 万円

財源　国：５，３１５万円　県：２，６５８万円　
　　　市：４，４９９万円

土地の開発、保全、利用の円滑化を図るため、
四郎丸・芹田・山口地区の一部の地籍図、地
籍簿の作成と一筆地調査、測量を実施しまし
た。地籍調査完了後に法
務局の字図と登記簿が修
正されることから、土地
取引の円滑化や行政運営
の効率化を図ります。

安全・安心で便利な暮らしを確保する
生活基盤・都市基盤づくり

■ 土地利用基本方針の策定  (建築都市課)

５３７ 万円

財源　市：５３７万円

都市計画基礎調査に基づいて、土地利用の
課題や今後の需要動向、将来の土地利用規制、
誘導方策の検討などを行い、土地利用の基本
方針を策定しました。

中心拠点の整備

■ 中心拠点整備事業   ( まちづくり推進課 )
１８億４７５ 万円

財源　その他：３億９，７５８万円
         市：１４億７１７万円（うち市債：１４億３１０万円）

　中心拠点の整備は令和３年度までの継続事業と
して進めており、令和元年
度は、新庁舎が竣工しまし
た。また、母子寡婦福祉会
館などを解体除去しました。
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第
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定住・住宅施策の推進

■ 定住促進事業　( まちづくり推進課 )

１億１，５７２ 万円

財源　国：１，９５３万円　市：９，６１９万円

　市内に住宅を取得した方に最長７年間、固定資
産税相当額の奨励金を交付する制度、また、市内
民間賃貸住宅に居住する新婚・子育て世帯に家賃
の一部を最長３年間補助する制度など、各種施策
を効果的に P Ｒしながら定住を促進しました。

■ 市営住宅の保全管理　( 建築都市課 )

６，４６９ 万円

財源　国：３，８４８万円　県：５万円　市：２，６１６万円

　市営住宅長寿命化計画に基づき、安全性確保
や長寿命化を図るため、外壁改修工事を実施し
ました。
　また、市民が快適に住み続けられることや、市民
の消費を促し地域経済の活性化を図るため、個人
住宅、地域公民館を対象に住宅等改修補助金制
度を継続して実施するとともに、新たに危険ブロッ
ク塀などの撤去費補助金交付事業を実施しました。

公園・緑地の整備

■ 協働による公園の管理・活用の推進
　　( まちづくり推進課・土木建設課 )

１，６４５ 万円

財源　その他：１９０万円　市：１，４５５万円

　犬鳴川河川公園や２０００年公園、さくら堤公
園は、市民団体などとの協働による管理を行う
とともに、イ
ベントの開催
などを通じて、
市民団体、企
業、行 政、学
校などによる
多くの方々の
交流の場とし
ての活用を推
進しました。

道路・交通網・生活環境の整備

■ 幹線道路の整備　( 土木建設課 )

１億１，８４５ 万円

財源　国：７，８１１万円
　　　市：４，０３４万円（うち市債：２，６００万円）

　幹線道路・交通網の環境整備は、周辺地域と
連携して舗装改修や歩道などの整備を計画的
に進め、利便性や安全性の向上に努めました。

■ 生活道路の整備　( 土木建設課 )

１億６，５９４ 万円

財源　市：１億６，５９４万円（うち市債：８，５２０万円）

　日常生活で利用する生活道路の維持に努め
るとともに、経年劣化した道路の舗装整備を
行い長寿命化を図りました。

■ 市民と協働した道路環境の保全
　　( 土木建設課 )

５３６ 万円

財源　市：５３６万円

市民と行政の協働による良好な道路環境の
保全推進を目的とした道路愛護推進活動につ
いて、積極的に周知を行うことで活動団体の
増加に努めました。

■ 利便性の高い公共交通手段の確保
　　( 産業観光課 )

７，８４７ 万円

財源　市：７，８４７万円

　地域公共交通を維持確保するため、乗合バ
ス８路線と路線バスへの補助に加え、新たに
JR 九州バス廃止代替路線（福間線・飯塚線）
の運行維持費を補助しました。
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■ 消防団の充実　( 総務課 )

２，５０７ 万円

財源　市：２，５０７万円（うち市債：２，２９０万円）

地域防災の要となる消防団については、消
防団員の加入促進や消防設備の充実に努めま
した。令和元年度は、消防ポンプ自動車の購
入や消防団拠点施設の設計業務を行いました。

■ 犯罪を防止する環境整備　( 総務課 )

４７６ 万円

財源　市：４７６万円

自治会などによる防犯灯の設置などを支援す
ることで、犯罪を防止する環境整備を進めました。
　（新規：５６件、取替：２２３件）

　　　　　

消防・防災・防犯・交通安全の充実

■ 防災意識の醸成と体制の強化   (総務課)

５０２ 万円

財源　市：５０２万円

自助・共助・公助の理念に基づいた地域防
災力の向上に向け、自主防災組織の設立・育
成に取り組みました。

また、防災
行政無線や緊
急速報メール
などの多様な
情報伝達手段
を有効に活用
して、迅速で
的確な情報伝
達に努めました。

第
３
章

■ 多面的機能支払交付金　( 農政課 )

３，４３９ 万円

財源　国：１，７２７万円　県：８５６万円　市：８５６万円

　農業や農村は、自然環境の保全や水源のか
ん養、良好な景観の形成など多面的機能を有
していますが、過疎化・高齢化などの進行に
伴う集落機能の低下により、地域の共同活動
によって支えられている多面的機能の発揮に
支障が生じつつあります。

このため、地域の共同活動に支援を行うこ
とで、農用地や水路、農道、ため池などの地
域資源の適切な保全管理を推進しました。

■ 小規模農地などへの支援　( 土木建設課 )

８９ 万円

財源　市：８９万円

面積が狭小、湧き水による湿田化など、耕
作不利農地の条件改善のために農家が実施す
る対象事業を補助することで、増加する耕作放
棄地の発生防止に向けた取組を推進しました。

第３章 産業 企業誘致と立地企業の発展を支援し、活力ある産業を育て、
雇用を生み出すまちづくり

農林業の振興

■ 有害鳥獣被害対策の推進　( 農政課 )

６１７ 万円

財源　市：６１７万円

　深刻化する鳥獣被害に対応するため、駆除
を推進するための補助制度や、猟友会や関係
機関などと連携した駆除
活動を強化するとともに、
電気牧柵などの設置・補
助を行うことで、被害対
策に取り組みました。

■ 就農者の育成支援　( 農政課 )

２，３４８ 万円

財源　県：１，２９６万円　市：１，０５２万円

水田 ･ 園芸農業の生産コスト低減、生産規
模の拡大に取り組む認定農業者に対して、農
業用機械などの導入を支援しました。

また、新規就農者の経営確立を支援すると
ともに、営農技術の向上などに取り組む認定
農業者連絡協議会の活動を補助しました。
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■ 特産品の開発・販路開拓の推進　
　 ( 産業観光課 )

３６０ 万円

財源　市：３６０万円

特産品や農産物の販路開拓や宮若ブランド
の確立を図るため、商業者と認定農業者で組
織する宮若じまん振興会を支援するなど、販
路拡大や普及促進を図りました。

■ 中小企業の先端設備投資支援
  　(産業観光課 )

0 万円

財源　

先端設備等導入計画の認定を受けた中小企
業が行う先端設備投資について、最大３年間、
固定資産税の課税標準をゼロとすることで、
生産性向上を支援しました。

企業誘致の推進

■ 企業誘致の推進　( まちづくり推進課 )

９，６７２ 万円

財源　市：９，６７２万円

　磯光工業団地の完売や市遊休地への企業立
地などにより、公的な工場用地が不足してい
ることから、平成３０年度に新たな用地の確保
に向けた調査を実施し、この結果に基づいて、
福岡県と連携を図りながら、新たな工場用地
の確保に取り組み
ました。
　また、引き続き各
種優遇制度を活用
して、企業誘致の推
進を図りました。

■ 農産物の販路拡大や６次産業化の
　 推進　( 農政課 )

２３５ 万円

財源　県：２５万円　その他：１６０万円　市：５０万円

　生産者の技術と意欲の向上を図り、良食味
の宮若米を市内外に PR して販売を促進するた
め、宮若うまい米コンクールを実施しました。

また、販路拡大の取組として市オリジナル
米袋を製作するとともに、農産物の６次産業
化を支援しました。

■ 地産地消の推進　( 学校教育課 )

２６５ 万円

財源　その他：２６５万円

ふるさと納税を有効活用し、学校給食に地元
農産物（宮若牛・良食味米・お菓子）などの提
供を行うこと
で、児童生徒
に地元産物に
愛着を持って
もらうととも
に、将来的な
地産地消の推
進を図りました。

商業の振興

■ 生活利便性の向上　(産業観光課 )

３６１ 万円

財源　市：３６１万円

買物利便性の向上のため、車両での移動販
売事業に取り組みました。

また、宮若商工会議所・若宮商工会が実施す
るプレミアム付振興券発行事業を支援しました。

■ 新規創業に対する支援  ( 産業観光課 )

５３ 万円

財源　市：５３万円

地域経済の活性化と雇用の創出を図るため、
事業所の開設に係る資金の一部や融資に係る利
子の一部を補助することで、創業を促進しました。
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第４章 保健・福祉

社会福祉の充実

■ 面接相談員配置による体制強化
　　(保護人権課 )

４３２ 万円

財源　国：３２３万円　市：１０９万円

　生活保護制度に精通した面接相談員を配置
し、要保護者からの生活相談に対する指導・
助言や受給申請手続きなどの支援を行い、生
活保護行政の適正化に努めました。

■ 社会福祉協議会の活動支援
　　(子育て福祉課 )

５，１６３ 万円

財源　市：５，１６３万円　

　社会福祉協議会が実施している地域福祉推
進事業、ボランティア活動推進事業、各種相
談事業、高齢者・障がい者（児）支援事業など、
福祉事業活動の拡充を支援しました。

■ 民生委員・児童委員の活動支援
　　(子育て福祉課 )

２８６ 万円

財源　市：２８６万円　

市民の生活上の相談や高齢者・子どもの見
守りなど、身近な地域福祉活動の中心的な役
割を担う民生委員・児童委員の活動を積極的
に支援しました。

児童・母子福祉の充実

■ ひとり親家庭への支援  ( 子育て福祉課 )
２億６，２８６ 万円

財源　国：８，７２１万円　県：１１５万円
　　　その他：５万円　  市：１億７，４４５万円

　ひとり親家庭の生活の安定と自立支援を促
進するため、児童扶養手当や高等職業訓練促
進給付金などの給付を行いました。

■ 保育士の確保支援　( 子育て福祉課 )

３８２ 万円

財源　県：２３０万円　その他：１１９万円
　　　市：３３万円

民間保育所での保育士不足の解消を目指し、
保育士への家賃補助制度や就労支援金給付制
度により、保育士確保を支援しました。

また、保育士の負担軽減のため、保育補助
者の雇用に必要な経費の一部を補助するなど、
待機児童の解消に向けて取り組みました。

市民が健康に暮らし、高齢者や子どもを支え合う、
安心な暮らしを高める社会づくり

観光の振興

■ 資源を活かした着地型観光の推進    
　  ( 産業観光課 )

４１１ 万円

財源　その他：３５８万円　市：５３万円

　市のイメージアップを図るため、特産品か
つイメージキャラクターでもある追い出し猫
を観光物産展などのイベントで積極的に活用

することで、市の特産
品や観光資源の PR を行
いました。

また、宮若市ガイド
ブック「Oh！MIYA！」
の増刷や Web サイト宮
若なび、観光パンフレッ
トなどを活用した市の
情報発信を行いました。

第
３
章
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■ 保育の実施  ( 子育て福祉課 )
５億９，７２４ 万円

財源　国：２億 ７，４７０万円　県： １億２，１２７万円
         その他：４，４５６万円　市： １億５，６７１万円

保育所や認定こども園での通常・延長保育
などの保育サービスを実施しました。また、
特別支援保育のための加配職員の雇用や英語
教育のための経費に補助を行うことで、より
保育の質が高められるよう市独自の支援を行
いました。

■ 学童保育の運営　( 子育て福祉課 )

７，０１１ 万円

財源　国：２，２０７万円　県：１，７８５万円
　　　市：３，０１９万円

　小学校区に合わせて
市内５カ所（８クラブ体
制）で学童保育所を運営
し、小学生がいる子育て
世帯の子育て・就労支援
を行いました。

■ 子育て支援センターの充実
　 ( 子育て福祉課 )

５，０８０ 万円

財源　国：９８０万円　県：９３４万円
　　　その他：２９４万円　市：２，８７２万円

　子育て支援センターは、さくらんぼ（旧第３
保育所）・たんぽぽ（宮若リコリス内）・たけん
こ（若宮幼稚園内）の3 カ所で運営していま
す。子育て相談や親子の交流の場として、また、
各種の子育て講座を開催するなど、地域の身
近な子育て支援
の拠点となるよ
う継続して運営
を行いました。
　また、さくら
んぼとたけんこ
では、赤ちゃん
の一時預かり事
業も継続して実
施しました。

高齢者福祉の充実

■ 介護予防活動の推進　(健康福祉課 )

５，０８２ 万円

財源　その他：３，７７８万円　市：１，３０４万円

　介護予防事業を通して、要介護状態などに
なることの予防、また、要介護状態などの軽減・
悪化の防止のための支援に努めました。

また、地域における自立した日常生活の支援
を実施することにより、一人ひとりの生きがい
や自己実現のための取組を行い、住み慣れた地
域で生活を送ることができるよう支援しました。

■ 地域包括ケア体制の確立
　 ( 健康福祉課 )

５，４０１ 万円

財源　その他：５，０２９万円　市：３７２万円

　団塊の世代が７５歳以上となる２０２５（令和
７）年を目処に、高齢者が住み慣れた地域で自
分らしい暮らしを人生の最後まで続けることが
できるよう、医療・介護・介護予防・住まい・
生活支援が一体的に提供される地域包括ケアシ
ステムの充実を図るた
め、生活支援サービス
の体制整備や在宅医療・
介護連携、認知症施策、
地域ケア会議の推進な
どに取り組みました。

障がい者福祉の充実

■ 障がい福祉サービスの提供
  　( 子育て福祉課 )

１０億５，１０４ 万円

財源　国：５億１，０２７万円　県：２億５，２８５万円
　　　その他：２００万円　  市：２億８，５９２万円

障がいのある人が住み慣れた家庭や地域で
安心して充実した生活が送れるよう、児童発
達支援、放課後等デイサービス、訪問系サー
ビス、日中活動系サービス、居住系サービス、
更生医療、育成医療や補装具費の給付など、
障がい福祉サービスを提供しました。



15Miyawaka Money Book

第
４
章

■ チャレンジ雇用の実施　( 総務課 )

２４６ 万円

財源　市：２４６万円

　障がいのある人が民間企業へ就職するため
の経験を積む機会としてチャレンジ雇用を実
施し、民間企業への円滑な就職を支援しました。

健康づくりの推進

■ 総合健診の実施　(健康福祉課 )

１，４９１ 万円

財源　国：１７万円　県：５２万円　市：１，４２２万円

生活習慣病の早期発見のため、検診の必要
性について周知を行い、総合健診の受診率向
上を図りました。令和元年度は、延べ６，１２６
人が受診しました。
 
　・健康診断　　　・歯科健診

・骨粗鬆症検診　・肝炎ウイルス検査
・がん検診
 （胃がん、肺がん、大腸がん、子宮がん、
   乳がん、前立腺がん）

■ 特定健診・特定保健指導　( 市民課 )

２，０７６ 万円

財源　県：１，１４８万円　市：９２８万円　

特定健診は内臓脂肪型肥満に着目した健康
診査であり、メタボリックシンドローム（内臓
脂肪症候群）に該当する人などを対象に生活指
導などを行い、生活習慣病を予防することを
目的としています。健診を受けていない人を
対象に受診勧奨を行うとともに、健診を受診
し、結果説明を受けた人を対象に宮若市関連
の商品を配布するなど、さらなる受診率の向
上を図りました。また、受診の結果、生活習
慣病の予備軍や要受診者となる人を対象に、
保健師・管理栄養士による受診指導、生活改
善 指 導 を 実
施 し、 疾 病
の 発 症・ 悪
化 の 防 止 に
努めました。

■ 不妊治療への支援　(健康福祉課 )

６０ 万円

財源　その他：６０万円

　子どもができない悩みを抱えている夫婦が子
どもを持てるような環境を作るため、不妊治
療に要する治療費の一部助成を行いました。

■ 予防接種の実施　(健康福祉課 )

６，５８６ 万円

財源　国：１６１万円　県：５１万円　市：６，３７４万円

感染症予防のため、予防接種法に基づく定期
予防接種、高齢者肺炎球菌任意予防接種の助成
を継続して行い、１０，７７０人が接種しました。

また、新規に追
加となった風しん

（成人）定期予防
接種や、風しん・
麻 し ん の 任 意 予
防接種の助成を行
い、１６９人が接種
しました。

■ みやわか健康ポイント事業
　 ( 健康福祉課 )

２４６ 万円

財源　市：２４６万円

　自主的な健康づくりを支援
するため、健康づくりに関する
事業をポイント化し、１，３１４
人のポイント達成者全員に記念品
を贈呈しました。

■ こころの健康づくり推進事業
　 ( 健康福祉課 )

５３ 万円

財源　国：４７万円　市：６万円

　宮若市自殺対策計画の策定と、若年層の自殺
対策として、市内中学生を対象に思春期のここ
ろの健康について講演を行いました。
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医療の充実

■ 医療費適正化対策　( 市民課 )

５ 万円

財源　市：５万円

　宮若市の国民健康保険財政の健全化に向けた
取組の一つとして、後発医薬品（ジェネリッ
ク医薬品）の使用による医療費減額通知の送
付を通じて、先発医薬品と同等であるジェネ

第５章 教育・文化

学校教育の充実

■ 確かな学力の育成　( 学校教育課 )

２，５５６ 万円

財源　県：１５０万円　市：２，４０６万円

学力向上については、確かな学力を確立す
るための基礎的・基本的な知識・技能や思考力・
判断力 ･ 表現力などを育成し、学習意欲の向
上や学習習慣の定着を図るため、学力向上プ
ロジェクト E 事業を中心として様々な事業を
実施しています。

放課後学習「みやわかアフター・スクール」
は令和元年度から民間に委託して全小中学校
で実施し、子どもたちの学習支援を行いました。

教員の資質向上のための研修会「みやわか
教師塾」や地域に本市の教育方針の理解を深
めるための「教育フォーラム」の開催、学力
実態調査・体力実態調査の実施、トヨタ自動
車九州㈱の協力を得てサイエンススクールを
継続して実施しました。
　また、宮若東中学校が、福岡県の学力向上
拠点推進事業の研究指定を受け、授業改善・
指導力向上を目指し取り組みました。

　
■ 教育施設の適正配置　( 教育総務課 )

　　（学校再編事業）
１億１，０９１ 万円

財源　市：１億１，０９１万円（うち市債：９，７４０万円）

　児童数の減少や老朽化が進んでいる宮田東・
宮田小学校を再編し、学校給食共同調理場や学
童保育所、子育て支援センターを併設した学校
施設を整備するため、設計業務に着手し、解体
工事を行いました。
　再編後の学校名や校歌などの選定、通学路
の安全点検などを実施する再編準備委員会を
設置し、協議を始めました。

■ 情報教育の推進　 ( 学校教育課 )
２，３９１ 万円

財源　その他：５８９万円　市：１，８０２万円

　子どもたちの情報活用能力を育成するために
は、ICT 機器の基本的な操作を身につけることや、
各教科の授業において ICT を適切に活用するこ
とが必要であるため、各学校に電子黒板などを整
備しました。

リック医薬品の使用を促進することで、医療
費の適正化を図りました。

子どもの「生きる力」を育てる学校教育と、
多彩な市民交流を生む社会教育の充実

第
４
章

完成イメージ
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■ 特別支援教育の充実  ( 学校教育課 )
１，６５０ 万円

財源　市：１，６５０万円

　小中学校の特別支援学級に在籍している児
童生徒や通常学級に在籍している発達障がい
がある児童生徒など、特別な支援が必要な子
どもたちに適切な教育的支援を行うために、
特別支援教育支援員の配置を行うなど、特別
支援学級等の教育活動の充実を図りました。

また、特別に支援を必要とする児童生徒の
就学等については、発達障がい相談支援カウ
ンセラーによる助言や特別支援教育連携協議
会の中で関係機関との情報交換を行い、円滑
に連携していくことで、当該児童生徒にとっ
て適切な教育支援を行いました。

スポーツの推進

■ スポーツ団体への支援 ( 社会教育課 )
２９１ 万円

財源　市：２９１万円

　スポーツ団体の主体的な活動を支援し、ス
ポーツ人口の拡大を図ることによって、市民
の健康づくりの推進に努めました。

■ スポーツ大会・キャンプ地の誘致
　 ( 社会教育課 )

９ 万円

財源　市：９万円

光陵グリーンパークや西鞍の丘総合運動公
園と宿泊施設の連携を図り、広域的なスポー
ツ大会やキャンプ地の誘致に取り組みました。

青少年の健全育成

■ 体験学習の充実  ( 社会教育課 )
６８ 万円

財源　市：６８万円

　小学生が様々な活動を体験することで、自ら
学び、自ら考える力
や豊かな人間性な
ど、生きる力を育む
ことを目的として、
わいわいサークル
やサマーチャレン
ジを開催しました。

■ 読書活動の充実  ( 社会教育課 )
１，７４７ 万円

財源　県：１０万円　その他：２５０万円　市：１，４８７万円

ふるさと納税を有効活用して児童書を増や
し、おはなし会やブックスタート、家読など、
児童書を活用した事業を充実させることで、
幼少期の子どもの読書活動を推進しました。

芸術文化活動の充実

■ 芸術文化活動の推進  ( 社会教育課 )
１４０ 万円

財源　市：１４０万円

　市民文化祭やコンサートなどを開催し、市民
が芸術文化に触れる機会の提供に努め、芸術
文化活動の活性化を図りました。

文化財の保護・継承

■ 文化財の整備・保存の推進
　 ( 社会教育課 )

１，８９１ 万円

財源　国：９００万円　県：５２万円
　　　市：９３９万円（うち市債：５１０万円）

国指定史跡である竹原古墳の保存整備に取
り組みました。
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第６章 市民協働・コミュニティ

市民参加の推進

■ 広報・広聴の充実　( 秘書政策課 )

１，７７６ 万円

財源　県：５５万円　その他：１０７万円　市：１，６１４万円

　本市の魅力を市内外に向けて広く発信し、
認知度を高めていくため、主要施策や地域情
報について、広報紙や市公式ホームページ、
市公式アプリ、市公式 SNS などのデジタル媒
体を活用した広報広聴の充実を図りました。

■ 新国富指標調査分析事業 ( 秘書政策課 )

１４０ 万円

財源　その他：１４０万円

　平成３０年度に実施した市民アンケート調査
の分析結果に基づき、新国富の観点から本市公
共交通の現状分析やデマンド型交通を導入した
場合の効果について、九州大学都市研究セン
ターと連携して分析を行いました。

■ 市民参加機会の確保　( 秘書政策課 )

２３ 万円

財源　市：２３万円

　公募による１０名の市民で構成する第６期まち
づくり委員会が１０月に発足しました。今期の
テーマは「特産品の創造」で、商品のブランディ
ングやマーケティングの方法について学びなが
ら、市民目線での特産品の開発に向けた取組を
開始しました。

地域コミュニティの形成

■ コミュニティ活動の活性化
　　( まちづくり推進課 )

２４０ 万円

財源　市：２４０万円

自治基本条例に基づく職員の地域担当制度
については、市内８ブロックで地域と職員が
協働して事業を実施しました。

地域情報化の推進

■ 地域情報化の推進  ( 総務課 )
８２６ 万円

財源　国：２６４万円　市：５６２万円

新庁舎において新たな窓口サービスを提供
するため、業務フローの見直しにより業務改
善を図り、効率的な窓口サービスの実施を支
援するシステムを構築しました。また、新た
な ICT(AI、RPA
など ) を業務支援
や問合せ対応、定
型業務の自動化な
どに活用し、業務
の効率化を推進し
ました。

■ 証明書コンビニ交付サービスの導入
    ( 総務課 )

６３８ 万円

財源　市：６３８万円

　最寄りのコンビニで各種証明書が取得でき
るサービスを導入することで、利用者の利便
性向上と窓口の混雑緩和を図りました。

■ 公衆無線 LAN 環境整備支援事業
    ( 総務課 )

１，７４５ 万円

財源　国：２５３万円
　　　市：１，４９２万円（うち市債：９４０万円）

　災害時に携帯電話などが利用できない場合
に必要な情報伝達手段を確保することや、窓
口サービスでタブレット端末を活用すること
で市民サービスの向上を図るとともに、市役
所内でペーパーレス会
議を推進することで事
務経費の節減や環境負
荷の低減を図るため、
避難所や市役所新庁舎
に公衆無線 LAN 環境を
整備しました。

市民とともに地域の課題解決に向けて
取り組んでいく協働のまちづくり
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第７章 計画の推進と実現のために

ふれあい交流活動の充実

■ 国際感覚を備えた人材の育成
　 ( 秘書政策課 )

１９３ 万円

財源　その他：１９３万円

　宮若市とトヨタ自動車九州㈱、宗像市での地
域連携の取組として、中高生を海外に派遣す
るプログラムを実施しました。宮若市からは
５人の生徒が参加し、同世代のバディやホス

トファミリーとの交流、日本のことを伝える
プレゼンテーションを協力しながら行うなど
将来を担うグローバルな人材の育成に取り組
みました。

■ 輝くふるさと応援寄附金制度の推進
 　( 財政課 )

８，８４９ 万円

財源　その他：７，８７７万円　市：９７２万円　

宮若市のまちづくりに賛同する方からの「ふ
るさと納税制度」による寄附金を財源に、特
色あるまちづくりを進めました。

また、返礼品を通じた特産品の販路拡大に
つなげるため、新たな返礼品の発掘に取り組
むとともに、ポータルサイトを追加するなど
寄附金の確保に取り組むことで、１億１，２５３万
円の寄附につながりました。

■ 固定資産（土地）評価替えに伴う                    
    不動産鑑定評価委託業務
 　( 税務収納課 )

１，４３３ 万円

財源　市：１，４３３万円

　令和３年度固定資産評価替えにおいて活用
する宅地などの適正な時価を求めるため、市
内全域の標準宅地について不動産鑑定評価業
務を行いました。

■ 地番現況図などの更新　( 税務収納課 )

１，１６０ 万円

財源　市：１，１６０万円

課税対象物件の的確な把握による適正な課
税を図るため、地番
現況図や公図の通年
異動更新を行い、令
和３年度評価替えに
向けて土地評価見直
し業務を進めました。

■ 収納率の向上及び滞納対策の強化
 　( 税務収納課 )

１０２ 万円

財源　市：１０２万円

　収納率の向上のために、亡くなった滞納者
が所有している財産について公売を行うため、
相続財産管理人選任業務を委託し、選任され
た管理人により相続財産の処分を行う手続き
を行いました。

また、ファイナンシャルプランナーによる多
重 債 務 者 の
た め の 過 払
い 利 息 分 の
返 還 請 求 な
ど、 家 計 改
善 指 導 に 取
り 組 み 収 納
率 の 向 上 を
図りました。
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一　般　会　計
　　歳入総額 １８２億６，００１万円
　　歳出総額 １７２億９，２７５万円
　　差引残額  ９億６，７２６万円 

                 歳　入
款 決算額

１　市税 ５４億１，１１３万円
２　地方譲与税 １億６，６６６万円
３　利子割交付金 １７１万円
４　配当割交付金 ９７８万円
５　株式等譲渡所得割交付金 ５９５万円
６　地方消費税交付金 ５億７，１１４万円
７　ゴルフ場利用税交付金 ４，７５０万円
８　自動車取得税交付金 ３，１３１万円
９　環境性能割交付金 ９６１万円
１０  国有提供施設等所在市町村助成交付金 １５４万円
１１ 地方特例交付金 ５，４９６万円
１２ 地方交付税 ３４億９，３３３万円
１３ 交通安全対策特別交付金 ５０３万円
１４ 分担金及び負担金 ７，０７２万円
１５ 使用料及び手数料 ３億５，８５２万円
１６ 国庫支出金 ２７億１，７１９万円
１７ 県支出金 １１億９，２４１万円
１８ 財産収入 １億１，３４１万円
１９ 寄附金 １億１，６９４万円
２０ 繰入金 ５億６，７６６万円
２１ 繰越金 ８億９，７６１万円
２２ 諸収入 ３億２，３６８万円
２３ 市債 ２０億９，２２２万円

性質別
区分 決算額

人件費 ２０億５４５万円
扶助費 ４２億５，７０２万円
公債費 １５億７，２１１万円
物件費 ２３億１，４５２万円
維持補修費 １億３，９０１万円
補助費等 １５億１，５８５万円
繰出金 １６億６，７０６万円
積立金 ７億４，９６６万円
投資及び出資金・貸付金 ２，０００万円
投資的経費 ３０億５，２０７万円

目的別
款 決算額

１　議会費 １億５，８７５万円
２　総務費 ４０億５，２５５万円
３　民生費 ６３億６，７１６万円
４　衛生費 １０億５，４３０万円
６　農林水産業費 ５億６，２６７万円
７　商工費 ３億３，３５５万円
８　土木費 １２億６，２２２万円
９　消防費 ５億４，０２４万円
１０ 教育費 １３億３，２２８万円
１１ 災害復旧費 ５，６９２万円
１２ 公債費 １５億７，２１１万円

歳　出

資料  決算概要
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歳出
款 決算額

１　総務費 ５，７１１万円
２　保険給付費 ２１億３，７４７万円
３　国民健康保険事業費納付金 ７億７，９２３万円
４　共同事業拠出金 １万円
６　保健事業費 １，９７６万円
９  諸支出金 ８，３１３万円
１１ 繰上充用金 ３億１２２万円

歳入
款 決算額

1　  国民健康保険税 ５億４，４８３万円
2　  使用料及び手数料 ４５万円
5　  国庫支出金 ３８６万円
6　  県支出金 ２２億３，６５４万円
10 繰入金 ２億８，８３７万円
１２ 諸収入 ２，６７０万円

国民健康保険特別会計
　　歳入総額 ３１億　　７５万円
　　歳出総額 ３３億７，７９３万円

　　差引残額 △２億７，７１８万円

歳出
款 決算額

１ 総務費 ２６５万円
２ 後期高齢者医療広域連合納付金 ４億３，０４８万円
３ 諸支出金 ５万円
４ 保健事業費 ５８万円

歳入
款 決算額

１ 後期高齢者医療保険料 ２億９，９４４万円
２ 使用料及び手数料 ５万円
３ 繰入金 １億３，３５０万円
４ 繰越金 ８５３万円

後期高齢者医療特別会計
　　歳入総額 ４億４，１５２万円
　　歳出総額 ４億３，３７６万円
　　差引残額   ７７６万円
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簡易水道事業特別会計
　　歳入総額 １億　５９４万円
　　歳出総額 ８，０６７万円
　　差引残額 ２，５２７万円

公共下水道事業特別会計
　　歳入総額 ８億　５２０万円
　　歳出総額 ７億　２６０万円
　　差引残額 １億　２６０万円

歳出
款 決算額

１ 総務費 １，４６５万円
２ 事業費 １，１９４万円
３ 公債費 ５，４０８万円

歳入
款 決算額

１ 分担金及び負担金 ２２８万円
２ 使用料及び手数料 ４，３８３万円
３ 繰入金 ４，８２４万円
4 繰越金 ２２万円
5 諸収入 ４０７万円
６ 市債      ７３０万円

歳出
款 決算額

１ 総務費 ５，１８３万円
２ 公共下水道建設費 ４億８，９９１万円
３ 公債費 １億６，０８６万円

歳入
款 決算額

１ 分担金及び負担金 ２，７６０万円
２ 使用料及び手数料 ４，２９３万円
３ 国庫支出金 １億３，９５３万円
５ 財産収入 １万円
６ 繰入金 ３億２，４９５万円
７ 繰越金 ２，８８１万円
８ 諸収入 １，６５７万円
９ 市債 ２億２，４８０万円

歳出
款 決算額

１ 総務費 ６０万円
２ 財産費 １８万円

歳入
款 決算額

１ 財産収入 １４８万円
３ 繰越金 ２２万円

吉川財産区特別会計
　　歳入総額 　１７０万円
　　歳出総額 ７８万円
　　差引残額 ９２万円
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支出　 　　　　４億８，５８０万円
区分 決算額

原水及び浄水費 １億１，９２６万円
配水及び給水費 ７，７３７万円
受託工事費 １，０５５万円
総係費 ４，２５２万円
減価償却費 １億８，９９６万円
支払利息及び企業債取扱諸費 ２，９４５万円
消費税及び地方消費税 １，６５７万円
特別損失 １２万円

収入　 　　　　 ５億２，３９０万円
区分 決算額

給水収益 ４億２，１１６万円
受託工事収益 １，０４６万円
その他の営業収益 ２４万円
負担金 １，８８１万円
他会計補助金 ５０万円
水道加入金 ６２６万円
長期前受金戻入 ６，６１３万円
雑収益 ３４万円

水道事業会計

支出　 　　　　1億６，７０８万円
区分 決算額

建設改良費 ６，０９０万円
固定資産購入費 ３７２万円
企業債償還金 １億２４６万円

収入　 　　　　　　 ４，１８０万円
区分 決算額

企業債 ３，８５０万円
他会計補助金 １５１万円
負担金 １７９万円

（１）収益的収入及び支出

（２）資本的収入及び支出
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本庁舎　 　TEL　０９４９−３２−０５１０（代）　　FAX　０９４９−３２−９４３０
課　　名 係　　名 業務内容 電話番号

総 務 課

総務係 議案、条例・規則等の制定改廃、文書、情報公開、個人情報保護など
３２−０５１１人事係 職員の人事、給与、研修、福利厚生、衛生管理、安全管理、組織管理など

防災安全係 消防、防災、防犯、交通安全など
情報政策係 電算システムの開発管理、セキュリティ対策、ICTの利活用など ３２−１０７２

管 財 課 財産管理係 市有財産管理、庁舎管理など ３２−０７６１契約検査係 契約、請負業者の指名・入札など

市 民 課 市民係 転入転出等、住民票、戸籍、印鑑登録、選挙管理委員会など ３２−０５１４
国保年金係 国民健康保険、国民年金、後期高齢者医療など ３２−４００４

税 務 収 納 課
市民税係 市県民税、国民健康保険税、軽自動車税の賦課など ３２−０５１３資産税係 土地・家屋・償却資産の評価、固定資産税の賦課など
納税管理係 市税・国民健康保険税の徴収・滞納対策、市税等諸証明の交付など ３２−１００８

秘 書 政 策 課
秘書広報係 市長・副市長秘書、広報、シティプロモーション、ホームページ、表彰など

３２−０５１２政策推進係 総合計画、総合戦略、広域行政、人材育成、国際交流など

財 政 課 財政係 予算編成、執行管理、財政計画、地方交付税、市債など ３２−０５９０財務経営係 行財政改革、ふるさと納税、行政基本資料の収集など

まちづくり推進課 地域振興係 定住促進、自治会、犬鳴川河川公園・2000 年公園、企業誘致など ３２−０７７３拠点整備推進係 中心拠点整備の促進など

子 育 て 福 祉 課
地域福祉係 民生・児童委員、社会福祉協議会、地域福祉計画など ３２−０５６２
子育て支援係 児童・母子福祉、児童手当、児童扶養手当、家庭児童相談、学童保育など ３２−０５１７
障がい者福祉係 障がい者（児）福祉など ３２−０５４１

健 康 福 祉 課
健康対策係 健康づくり、各種保健事業、予防接種、母子健康手帳交付、精神保健など ３２−１１７７
高齢者福祉係 高齢者福祉、介護保険、戦傷病者遺族等援護、高齢化対策など ３２−０５１５
地域包括支援センター 介護予防ケアマネジメント、高齢者の総合相談支援など ３３−３４５６

保 護 人 権 課
事務係 生活保護に関する事務など ３２−９３７７保護係 生活保護に関することなど
人権福祉係 人権・同和対策、男女共同参画、隣保館など ３２−０７６５

環 境 保 全 課 環境衛生係 じん芥施設、衛生施設に関すること、犬の登録など ３２−０５１６環境対策係 環境基本計画、火葬場、不法投棄、太陽光発電等設置助成など

産 業 観 光 課 商工振興係 商工業の振興、消費生活、雇用促進など ３２−０５１９観光推進係 観光振興、いこいの里千石、観光資源の保全・活用など

農 政 課 農林対策係 林業経営の改善、林業生産の基盤整備、有害鳥獣駆除、荒廃森林対策など ３２−０５１８農業振興係 農業経営の改善、地域農政推進、認定農業者、農業共済など

土 地 対 策 課
用地係 用地取得、登記、市道の認定、道路台帳、占用使用許可、屋外広告物など ３２−０５６９
国県道整備対策係 県道の整備に関することなど
国土調査係 地籍測量、地籍図作成、地籍簿作成など ３２−０５６６

建 築 都 市 課 建築都市係 都市計画、建築協定、緑化対策、市営住宅の維持管理、空き家対策など ３２−０９５５住宅管理係 市営住宅の入退去、特定鉱害復旧等申出事務、住宅改修助成など

土 木 建 設 課
維持係 道路、河川、下排水維持管理、土木災害復旧、交通安全施設など

３２−０７９９建設係 土木施設の新設改良工事など
農業土木係 農業用施設等の維持管理、土地改良、災害復旧、林地崩壊防止事業など

下 水 道 課 下水道係 下水道工事施工管理、設計、事業計画など ３２−３１５９管理係 下水道資産管理、使用料、浄化槽設置助成など
会 計 課 会計係 各種料金の支払い窓口、公金経理、資金管理など ３２−３３２３

水 道 課
業務係 水道料金に関することなど

３２−１００５給水係 水道の給水など
浄水係 浄水場の維持管理など

教 育 総 務 課 教育総務係 小学校・幼稚園の維持管理、スクールバスの運行、教育財産の管理など
３２−１００７学校再編推進係 小学校再編、学校給食施設の整備など

学 校 教 育 課 学校教育係 児童就学、奨学金、通学区域、学級編成、教育支援センターなど
学校給食係 学校給食、学校給食施設の維持管理など ３２−０７１５

社 会 教 育 課 公民館・スポーツ振興係 公民館・スポーツ施設の管理運営、社会体育、学校体育施設開放など ３２−０１２３
社会教育・文化推進係 図書館、青少年の健全育成、生涯学習、文化財、文化振興など ３２−３２１０

議 会 事 務 局 議会係 市議会に関することなど ３２−１１３５
農 業 委 員 会 農業委員会事務局 農地等の利用関係、農地法、農業者年金など ３２−３５５３
監 査 事 務 局 監査事務局 監査委員・公平委員会に関することなど ３２−１００４

若宮総合支所　 TEL　０９４９−５２−１１１１（代）　　FAX　０９４９−５２−３１１９
課　　名 係　　名 業務内容 電話番号

市 民 窓 口 課 市民窓口係 転入転出、住民票、戸籍、税の収納証明、国民健康保険、国民年金、
児童・母子福祉、ごみ、し尿など ５２−１１１１

宮若市役所　ダイヤルガイド
事業の内容の詳細などは、お気軽にこちらまでおたずね下さい。
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私
た
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緑
輝
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や
誇
り
あ
る
歴
史
を

先
人
よ
り
受
け
継
い
で
き
た
ま
ち
で
す
。

　

こ
の
ま
ち
を
愛
す
る
私
た
ち
は
、
将
来
の
夢
や
希
望
を

実
現
で
き
る
「
輝
く
ふ
る
さ
と
」
を
目
指
し
、
こ
こ
に
市

民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

　

一
　
み
ど
り
豊
か
な
自
然
を
愛
し
、
美
し
い
ま
ち
を

　
　
　
つ
く
り
ま
す
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一
　
歴
史
と
伝
統
に
学
び
、
文
化
の
薫
り
高
い
ま
ち

　
　
　
を
め
ざ
し
ま
す
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一
　
互
い
に
助
け
あ
い
、
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
を

　
　
　
め
ざ
し
ま
す
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一
　
活
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に
満
ち
た
産
業
を
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み
、
働
き
や
す
い
ま

　
　
　
ち
を
つ
く
り
ま
す
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一
　
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
誇
れ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま

　
　
　
す
。

　  市の木・桜
河川敷や公園などに植え
られ、市民の皆さんに親
しまれています。

  市の花・彼岸花
どんな天候でも花を咲か
せ、堅実な歩みを目指す
宮若市を表しています。

市章
「み」の文字をモチーフに、
市民が明るく輝き、飛躍し
ている様子を表しています。

宮
若
市
歌
「
輝
く
ふ
る
さ
と
」

　　

安
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げ
る
人
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宮
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よ

　

共
に
輝
く
未
来
を
築
こ
う
よ

　

風
が
優
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さ
を
連
れ
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く
る

　

水
が
命
を
授
け
て
く
れ
る

　

人
は
思
い
や
り
に
溢
れ　

街
は
喜
び
に
包
ま
れ
る

　

そ
ん
な
街
だ
よ　

大
好
き
な
街
だ
よ

　

君
と
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に
見
つ
め
た
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歴
史
と
夢
と
未
来
を

　

安
ら
げ
る
人
が
い
る　

癒
さ
れ
る
緑
が
あ
る

　

そ
し
て
輝
く　

歴
史
が
あ
る

　

宮
若
市
温
か
い
ふ
る
さ
と
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若
市
輝
く
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る
さ
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ぁ
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こ
へ
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よ
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に
輝
く
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を
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う
よ

　

輝
く
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る
さ
と
を
築
こ
う
よ



宮若市役所　秘書政策課　政策推進係
〒８２３−００１１　福岡県宮若市宮田２９番地１
ＴＥＬ　０９４９（３２）０５１２
ＦＡＸ　０９４９（３２）９４３０
ＵＲＬ 　  https://www.city.miyawaka.lg.jp/
E-mail   seisaku@city.miyawaka.lg.jp 
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